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設備工事成績評定基準 主任監督員評定

１．施工体制

Ⅰ．施工体制一般

対象 評価 評価対象項目

1 施工プロセスチェックリストのうち、施工体制一般について×判定が無い。

2 施工計画書を、工事着手前又は施工方法が確定した時期に提出している。

3 作業分担の範囲を、施工体制台帳及び施工体系図に明確に記載している。

4
品質証明員が関係書類、出来形、品質等の確認を工事全般にわたって実施して、品質証明に係る体制
が有効に機能している。

5 元請負人が下請負人の作業成果を検査している。

6 施工計画書の内容と現場施工方法が一致している。

7 緊急指示、災害、事故等が発生した場合の対応が速やかである。

8 現場に対する本店や支店による支援体制を整えている。

9 工場製作期間における技術者を適切に配置している。

10
機械設備、電気設備等について、製作工場における社内検査体制（規格値の設定や確認方法等）を整
えている。

11
電気設備等について、設備更新時の新旧設備の切り替え作業における予期できない事象等に対応でき
る体制を整えている。

12 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14 施工体制一般に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

15 施工体制一般に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「14」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「15」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

Ⅱ．配置技術者（現場代理人等）

対象 評価 評価対象項目

【全体を評価する項目】

16 施工プロセスチェックリストのうち、配置技術者について×判定が無い。

17 作業に必要な作業主任者及び専門技術者を選任及び配置している。

【現場代理人を評価する項目】

18 現場代理人が、工事全体を把握している。

19 設計図書と現場との相違があった場合は、監督職員と協議するなどの必要な対応を行っている。

20 監督職員への報告・連絡を適時及び的確に行っている。

21 共通仕様書及び諸基準に基づき、工事書類を適切に作成し、提出又は提示している。

22 契約書、設計図書、適用すべき諸基準等を理解し、施工に反映している。

23 施工上の課題となる条件（作業環境、気象、地質等）への対応を図っている。

24 下請の施工体制及び施工状況を把握し、技術的な指導を行っている。

25 監理（主任）技術者が、明確な根拠に基づいて技術的な判断を行っている。

【システム設計技術者を評価する項目】

26
設計図、設計計算、製作仕様、試運転等の確認および個別装置の設計検証、性能検証等のシステム設
計管理を適切に行った。

27 監督職員との設計協議、受注者が行う工場検査、府が行う工場製品確認に全て臨場した。

28 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

29 配置技術者に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

30 配置技術者に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が50％以上80％未満　………………　c　　他の評価に該当しない

　評価値が50％未満、または、

　「29」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「30」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

【監理（主任）技術者を評価する項目】
　※特例監理技術者の指導により、監理技術者補佐が適正に実施した場合も評価するものとする

評 価 項 目 数

評 定

評 価 値

対 象 項 目 数

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

加 減 点



設備工事成績評定基準 主任監督員評定

２．施工状況

Ⅰ．施工管理

対象 評価 評価対象項目

31 施工プロセスチェックリストのうち、施工管理について×判定が無い。

32 施工計画書が、設計図書及び現場条件を反映したものとなっている。

33 現場条件の変化に対して、適切に対応している。

34 工事材料を品質に影響が無いよう保管している。

35 日常の出来形管理を、設計図書及び施工計画書に基づき適時及び的確に行っている。

36 日常の品質管理を、設計図書及び施工計画書に基づき適時及び的確に行っている。

37 現場内の整理整頓を日常的に行っている。

38 指定材料の品質証明書及び写真等を保管している。

39 工事打合せ簿を、過不足無く整理している。

40 建設副産物の再利用等への取り組みを適切に行っている。

41 工事全般において、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型の建設機械及び車両を使用している。

42
電気設備等について、設備更新時の新旧設備の切り替え作業（作業手順や確認方法等）を適切に行っ
ている。

43 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

44 施工管理に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

45 施工管理に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「44」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「45」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

Ⅱ．工程管理

対象 評価 評価対象項目

46 施工プロセスチェックリストのうち、工程管理について×判定が無い。

47 工程に与える要因を的確に把握し、それらを反映した計画工程表を作成している。

48 フォローアップを行っており、適切に工程を管理している。

49 現場条件の変化への対応が迅速であり、施工の停滞が見られない。

50 時間制限や片側交互通行等の各種制約への対応が適切であり、大きな工程の遅れが無い。

51 工事の進捗を早めるための取り組みを行っている。

52 適切な工程管理を行い、工程の遅れが無い。

53 休日の確保を行っている。

54 計画工程以外の時間外作業がほとんど無い。

55 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

56 工程管理に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

57 工程管理に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「56」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「57」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

該 当 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 主任監督員評定

Ⅲ．安全対策

対象 評価 評価対象項目

58 施工プロセスチェックリストのうち、安全対策について×判定が無い。

59 災害防止協議会等を１回／月以上行っている。

60 安全教育及び安全訓練等を半日／月以上実施している。

61 新規入場者教育の内容に、当該工事の現場特性を反映している。

62 工事期間を通じて、労働災害及び公衆災害が発生しなかった。

63 過積載防止に取り組んでいる。

64 仮設工の点検及び管理を、チェックリスト等を用いて実施している。

65 保安施設の設置及び管理を、各種基準及び関係者間の協議に基づき実施している。

66 地下埋設物及び架空線等に関する事故防止対策に取り組んでいる。

67 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

68 安全対策に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

69 安全対策に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「68」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「69」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

● 安全対策の不備により重大な災害を受けた場合（総括監督員評定「20」）は

評定を c ～ e とする。

Ⅳ．対外関係

対象 評価 評価対象項目

70 施工プロセスチェックリストのうち、対外関係について×判定が無い。

71 関係官公庁などと調整を行い、トラブルの発生が無い。

72 地元との調整を行い、トラブルの発生が無い。

73 第三者からの苦情が無い。もしくは、苦情に対して適切な対応を行っている。

74 関連工事との調整を行い、円滑な進捗に取り組んでいる。

75 工事の目的及び内容を、工事看板などにより地域住民や通行者等に分かりやすく周知している。

76 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

77 対外関係に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。

　 78 対外関係に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「77」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「78」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 主任監督員評定

３．出来形及び出来ばえ

Ⅰ．出来形（機械設備工事）

対象 評価 評価対象項目

79 据付に関する出来形管理が、施工管理記録、写真等の資料により確認できる。

80 設備全般にわたり、形状及び寸法の実測値が許容範囲内である。

81 施工管理に係る撮影記録が写真撮影要領を満足している。

82 設計図書で定められていない出来形管理項目について、監督職員と協議の上で管理している。

83 不可視部分の出来形を写真撮影している。

84 塗装管理基準の塗膜厚管理を適切にまとめている。

85 溶接管理基準の出来形管理を適切にまとめている。

86 受注者の管理基準に基づき管理している。

87 設計図書に定められている予備品に不足が無い。

88
分解整備における既設部品等の摩耗、損傷等について、整備前と整備後の劣化状況及び回復状況を図
表等に記録している。

89 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

90 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で改善指示を行った。

91 契約書第17条に基づき、監督職員が改造請求を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が80％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が60％以上80％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「90」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「91」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が５項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

Ⅰ．出来形（電気設備工事）

対象 評価 評価対象項目

92 据付に関する出来形管理が、施工管理記録、写真等の資料により確認できる。

93 機器等の測定（試験）結果が、その都度施工管理記録に記録され、適切に管理している。

94 不可視部分の出来形を写真撮影している。

95 設計図書に定められていない出来形管理項目について、監督職員と協議の上で管理している。

96 設備全般にわたり、形状及び寸法の実測値が許容範囲内である。

97 設備の据付及び固定方法が設計図書又は承諾図書通り施工している。

98 配管及び配線が、設計図書又は承諾図書通りに敷設している。

99 測定機器のキャリブレーションを、定期的に実施している。

100 行先などを表示した名札がケーブルなどに分かり易く堅固に取り付けている。

101 配管及び配線の支持間隔や絶縁抵抗等について、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

102 受注者の管理基準に基づき管理している。

103 設計図書に定められている予備品等に不足が無い。

104
高温部等や危険箇所への二重表示、二重防護など運用における不可抗力を想定した安全対策がなされ
ている。

105 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

106 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で改善指示を行った。

107 契約書第17条に基づき、監督職員が改造請求を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

但し、主任監督員評定24番、92番、96～98番に対象かつ評価しない項目がある場合は、

上式で算出した評価値に0.90を乗ずるものとする。

0 ● 評定基準

　評価値が80％以上　…………………………　a　　適切である

　評価値が60％以上80％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「106」の項目に該当　 ……………………　d　　やや不適切である

　「107」の項目に該当　 ……………………　e　　不適切である

● 対象項目数が７項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数
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Ⅱ．品質（機械設備工事）

対象 評価 評価対象項目

108
材料、部品の品質照合の書類（現物照合）の内容が設計図書の仕様を満足していることが確認でき
る。

109 設備の機能及び性能を、承諾図書のとおり確保している。

110 設計図書の仕様を踏まえた詳細設計を行い、承諾図書として提出している。

111 機器の品質、機能及び性能が設計図書を満足して、成績書にまとめられている。

112 溶接管理基準の品質管理項目について規格値を満足している。

113 塗装管理基準の品質管理項目について規格値を満足している。

114
操作制御設備について、操作スイッチや表示灯を承諾図書のとおり配置し、正常に作動することが確
認できる。

115 操作制御設備の安全装置及び保護装置が承諾図書のとおり機能している。

116 小配管、電気配線・配管が、承諾図書のとおり敷設している。

117 設備の取扱説明書を適切に作成している。

118 完成図書（取扱説明書）に定期的な点検及び交換を必要とする部品並びに箇所を明示している。

119 機器の配置について、点検しやすくしている。

120 設備の構造や機器の配置について、部品等の交換作業が容易にできる。

121 二次コンクリートの配合試験及び試験練りが実施され、試験成績表にまとめられている。

122 バルブ類の平時の状態を示すラベルなどが見やすい状態で表示している。

123 計器類に運転時の適用範囲を見やすく表示している。

124 回転部や高温部等の危険箇所に表示又は防護をしている。

125 構造物の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

126 現地状況を勘案し施工方法等について提案を行うなど、積極的に取り組んでいる。

127 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

128 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で改善指示を行った。

129 契約書第17条に基づき、監督職員が改造請求を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が80％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が60％以上80％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「128」の項目に該当　 ……………………　d　　やや不適切である

　「129」の項目に該当　 ……………………　e　　不適切である

● 対象項目数が９項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

Ⅱ．品質（電気設備工事）

対象 評価 評価対象項目

130 製作着手前に、品質や性能の確保に係る技術検討を実施している。

131
材料、部品の品質照合の結果が、品質保証書等（現物照合を含む）で確認でき、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

132 機器の品質、機能及び性能が、設計図書を満足し、成績書にまとめている。

133 操作スイッチや表示灯が承諾図書のとおり配置され、正常に作動することが確認できる。

134 ケーブル及び配管の接続などの作業が施工計画書に記載された手順に沿って行われ、不具合が無い。

135 設備の機能及び性能が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

136
操作制御関係の機能及び性能が、仕様を満足していることが確認できるとともに、必要な安全装置及
び保護装置の作動が確認できる。

137 設備の総合性能が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

138
現場条件によって機器（製品）の機能及び性能が確認できない場合において、工場試験などで確認し
ている。

139
設備全体についての取扱説明書を適切に作成（修繕（改造・更新含む）の場合は、修正又は更新）し
ている。

140 完成図書で定期的な点検や交換を要する部品及び箇所を明示している。

141 設備の構造について、点検や消耗品の取替え作業が容易にできる。

142 障害、災害発生を想定した代替機能、迂回などのフェールセーフ機能を現地試験等で確認している。

143 設備の耐震設計について、受注者自らが確認、精査したことが確認できる。

144 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

145 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため監督職員が文書で改善指示を行った。

146 契約書第17条に基づき、監督職員が改造請求を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

但し、主任監督員評定24番、130番、139～140番に対象かつ評価しない項目がある場合は、

上式で算出した評価値に0.90を乗ずるものとする。

0 ● 評定基準

　評価値が80％以上　…………………………　a　　適切である

　評価値が60％以上80％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「145」の項目に該当　 ……………………　d　　やや不適切である

　「146」の項目に該当　 ……………………　e　　不適切である

● 対象項目数が９項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点
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５．創意工夫

Ⅰ．創意工夫

評価 評価対象項目

【施工】

147 施工に伴う器具、工具、装置等に関する工夫又は設備据付後の試運転調整に関する工夫。

　 148 コンクリート二次製品などの代替材の利用に関する工夫。

　 149 土工、地盤改良、橋梁架設、舗装、コンクリート打設等の施工に関する工夫。

　 150 部材並びに機材等の運搬及び吊り方式などの施工方法に関する工夫。

　 151 設備工事における加工や組立等又は電気工事における配線や配管等に関する工夫。

　 152 給排水工事や衛生設備工事等における配管又はポンプ類の凍結防止、配管のつなぎ等に関する工夫。

153 照明などの視界の確保に関する工夫。

154 仮排水、仮道路、迂回路等の計画的な施工に関する工夫。

　 155 運搬車両、施工機械等に関する工夫。

　 156 支保工、型枠工、足場工、仮桟橋、覆工板、山留め等の仮設工に関する工夫。

　 157 盛土の締固度、杭の施工高さ等の管理に関する工夫。

　 158 施工計画書の作成、写真の管理等に関する工夫。

　 159 出来形又は品質の計測、集計、管理図等に関する工夫。

　 160 施工管理ソフト、土量管理システム等の活用に関する工夫。

161
ICT活用工事加点として起工測量から電子納品までの何れかの段階でICTを活用した工事（電子納品の
みは除く）。
※本項目は1点の加点とする。

162
ICT活用工事加点として起工測量から電子納品までの全ての段階でICTを活用した工事。
※本項目は2点の加点とする。

163 特殊な工法や材料を用いた工事。

164 優れた技術力又は能力として評価する技術を用いた工事。

（評価理由）

評価 評価対象項目

【品質】

165 土工、設備、電気の品質向上に関する工夫。

　 166 コンクリートの材料、打設、養生に関する工夫。

167 鉄筋、ＰＣケーブル、コンクリート二次製品等の使用材料に関する工夫。

168 配筋、溶接作業等に関する工夫。

（評価理由）

評価 評価対象項目

【安全衛生】

169
建設業労働災害防止協会が定める指針等に基づく安全衛生教育を実施している。
※本項目は2点の加点とする。

170
安全を確保するための仮設備等に関する工夫。（落下物、墜落・転落、挟まれ、看板、立入禁止柵、
手摺り、足場等）

　 171 安全教育、技術向上講習会、安全パトロール等に関する工夫。

172 現場事務所、労務者宿舎等の空間及び設備等に関する工夫。

173 有毒ガス並びに可燃ガスの処理及び粉塵防止並びに作業中の換気等に関する工夫。

174 一般車両突入時の被害軽減方策又は一般交通の安全確保に関する工夫。

175 厳しい作業環境の改善に関する工夫。

176 環境保全に関する工夫。

（評価理由）

評価 評価対象項目

【働き方改革】

177 週休2日（4週8休以上）の確保に向けた企業の取り組みが図られている。

178 若手や女性技術者の登用など、担い手確保に向けた取り組みが図られている。

（評価理由）具体的な取組内容

評価 評価対象項目

【その他】

179 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

180 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

181 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

182 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



設備工事成績評定基準 主任監督員評定

183 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

184 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

185 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

0
● 企業の工夫やノウハウにより特筆すべき便益があった場合に評価する。
● 特に評価すべき創意工夫事例を加点評価する。

● 原則として、説明資料（創意工夫・社会性等に関する実施状況）の提出が無いものは

　 評価しない。

● 評価は各項目において１つ○が付されれば１、２、３点で評価し、最大７点の加点評

　 価とする。

● 評価する数と重みを勘案して評定する。１項目１点を目安とするが、内容によっては

　 それ以上の点数を与えてもよい。

● 上記の考査項目の他に評価に値する企業の工夫があれば、その他に具体の内容を記載

　 して加点する。

加 減 点
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２．施工状況

Ⅱ．工程管理

評価 評価対象項目

1 隣接する他の工事などとの工程調整に取り組み、遅れを発生させることなく工事を完成させた。

2 地元及び関係機関との調整に取り組み、遅れを発生させることなく工事を完成させた。

3
工程管理を適切に行なったことにより、夜間工事の回避等を行い、工事による地域への影響を軽減さ
せた。

4 工程管理に係る積極的な取り組みが見られた。

5 現場閉所による週休2日（4週8休以上）に取り組んだ。

6 災害復旧工事など特に工期的な制約がある場合において、余裕をもって工事を完成させた。

7
工事施工箇所が広範囲に点在している場合において、工程管理を的確に行い、余裕をもって工事を完
成させた。

8 設備更新等の工事において、機能停止期間の短縮など、工事による利用者への影響を軽減させた。

9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 自主的な工程管理がなされず、監督職員から文書により改善指示を行った。

11 受注者の責により工期内に工事を完成させなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、評価する項目を選択する。

● 評定基準

0 　評価項目が５項目以上　……………………　a　　優れている

　評価項目が３項目以上４項目以下　………　b　　やや優れている

　評価項目が２項目以下　……………………　c　　他の評価に該当しない

　「10」の項目に該当　 ………………………　d　　やや劣っている

　「11」の項目に該当　………………………　e　　劣っている

Ⅲ．安全対策

評価 評価対象項目

12 建設労働災害及び公衆災害の防止に向けた取り組みが顕著であった。

13 安全衛生を確保するための管理体制を整備し、組織的に取り組んだ。

14 安全衛生を確保するため、他の模範となるような活動に積極的に取り組んだ。

15 安全対策に関する技術開発や創意工夫に取り組んだ。

16 災害防止協議会等での活動に積極的に取り組んだ。

　 17 安全対策に係る取り組みが地域から評価された。

18 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

19 安全管理に関する現場管理または防災体制が不適切であった。

20 安全対策の不備により重大な災害を受けた。

● 当該「評価対象項目」のうち、評価する項目を選択する。

● 評定基準

0 　評価項目が５項目以上　……………………　a　　優れている

　評価項目が３項目以上４項目以下　………　b　　やや優れている

　評価項目が２項目以下　……………………　c　　他の評価に該当しない

　「19」の項目に該当　………………………　d　　やや劣っている

　「20」の項目に該当　………………………　e　　劣っている

評 価 項 目 数

加 減 点

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

評 定
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４．工事特性

Ⅰ．施工条件等への対応

評価 評価対象項目

Ⅰ 構造物の特殊性への対応

【対応事項に１つ以上○が付けば４点の加点とする。】

21 対象構造物の高さ、延長、施工（断）面積、施工深度等の規模が特殊な工事

22 対象構造物の形状が複雑であることなどから、施工条件が特に変化する工事

23 制約条件等があり、施工難度が特に高い工事

24 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（評価理由）

評価 評価対象項目

Ⅱ 都市部等の作業環境、社会条件等への対応

【対応事項に１つ以上○が付けば６点の加点とする。】

25 地盤の変形、近接構造物、地中埋設物への影響に配慮する工事

　 26 周辺環境条件により、作業条件、工程等に大きな影響を受ける工事

27 周辺住民等に対する騒音・振動を特に配慮する工事

28 現道上での交通規制に大きく影響する工事

29 事故や災害発生直後等の緊急的な対応が必要な工事

30 施工箇所が広範囲にわたる工事

31 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（評価理由）

評価 評価対象項目

Ⅲ 厳しい自然・地盤条件への対応

【対応事項に１つ以上○が付けば４点の加点とする。】

32 特殊な地盤条件への対応が必要な工事

33 雨・雪・風・気温・波浪等の自然条件の影響が大きな工事

34 被災箇所の措置や急峻な地形、土石流危険渓流内及び急傾斜地崩壊危険区域内での工事

35 動植物等の自然環境の保全に特に配慮しなければならない工事

36 維持修繕工事等規模に比して地元調整等の手間がかかる工事

37 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（評価理由）

評価 評価対象項目

Ⅳ 長期工事における安全確保への対応

【対応事項に１つ以上○が付けば６点の加点とする。】

38
12ヶ月を超える工期で、事故がなく完成した工事（全面一時中止期間は除く）
※但し、文書注意に至らない事故は除く。

39 特に困難な調整を要する他工事（近接工区）の受注者が複数ある工事

40 施設を使用しながらの工事で、工程的な制約が特に厳しい工事

41 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（評価理由）

0 ● 当該「評価対象項目」のうち、評価する項目を選択する。

● 工事特性は、最大２０点の加点評価とする。

● 評価にあたっては、主任監督員等の意見も参考に評価する。

加 減 点



設備工事成績評定基準 総括監督員評定

６．社会性等

Ⅰ．地域への貢献等

評価 評価対象項目

42 周辺環境への配慮に積極的に取り組んだ。

43
現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせるなど、積極的に周辺地域との調和を図っ
た。

44 定期的に広報紙の配布や現場見学会等を実施して、積極的に地域とのコミュニケーションを図った。

45 道路清掃などを積極的に実施し、地域に貢献した。

46 地域が主催するイベントへ積極的に参加し、地域とのコミュニケーションを図った。

　 47 災害時などにおいて、地域への支援又は行政などによる救援活動への積極的な協力を行った。

48 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 当該「評価対象項目」のうち、評価する項目を選択する。

● 評定基準

0 　評価項目が４項目以上　……………………　a　　優れている

　評価項目が３項目　…………………………　a' 　b より優れている

　評価項目が２項目　…………………………　b　　やや優れている

　評価項目が１項目　…………………………　b' 　c より優れている

　評価項目がない　……………………………　c　　他の評価に該当しない

８．法令遵守等

Ⅰ．法令遵守等

回数 措置内容

49 本件契約に関して入札参加除外、または入札参加停止期間が３月以上　【 -10点 】

50 本件契約に関して入札参加停止期間が２月以上３月未満　　　　　　　【  -8点 】

51 本件契約に関して入札参加停止期間が１月以上２月未満　　　　　　　【  -6点 】

52 本件契約に関して入札参加停止期間が１月未満　　　　　　　        【  -5点 】

53 本件契約に関して入札参加停止要綱上の警告　　　　　　　　　　　　【  -4点 】

54 本件契約に関して入札参加停止要綱上の注意喚起　　　　　　　　　　【  -2点 】

55 文書注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【  -4点 】

56 口頭注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【  -2点 】

57
工事関係者事故又は公衆災害が発生したが、当該事故に係る安全管理
の措置の不適切な程度が軽微なため、口頭注意以上の処分が行われな
かった場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【  -1点 】

（評価理由）

評価 措置内容

58 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【    点 】

59 項目該当なし

0

Ⅱ．電子マニフェスト不使用【令和５年4月1日以降に契約した工事に限り適用する】

評価 電子マニフェスト不使用

1
産業廃棄物の処理にあたって、監督職員の承諾を得ることなく紙マニフェストの交付により処理を
行った場合、又は電子マニフェストを使用して産業廃棄物の処理ができることを証する書類を提出し
なかった場合、もしくは廃棄物管理票報告書を提出しなかった場合　　　　　　【 －４点 】

0 ● 

Ⅲ．ICTの不履行

評価 ICTの不履行

1 ICT活用工事【発注者指定（一部）型】において、これを履行しなかった。【－１点】

2 ICT活用工事【発注者指定（完全）型】において、一部を履行しなかった。【－１点】

3 ICT活用工事【発注者指定（完全）型】において、全て履行しなかった。　【－２点】

0

Ⅳ．総合評価方式

評価 技術提案等の履行状況

60 達成率50％未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 -10点 】

61 達成率50％以上75％未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 - 5点 】

62 達成率75％以上100％未満 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 - 3点 】

63 不履行項目（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【    点 】

0 ● 当該「技術提案等の履行状況」のうち、評価する項目を選択する。

Ⅴ．実績申告型の履行状況

評価 実績申告型の履行状況

1 不履行項目（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 - 5点 】

2 不履行項目（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 - 5点 】

0

当該理由により、本件契約に関して入札参加資格停止措置がなされても、Ⅰ．法令遵守等による減点
は行わない

加 減 点

加 減 点

加 減 点

加 減 点

加 減 点

評 価 項 目 数

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 検査員評定

２．施工状況

Ⅰ．施工管理

対象 評価 評価対象項目

1 契約書第18条第1項第1号～5号に基づく設計図書の照査を行っていることが確認できる。

2
施工計画書が工事着手前又は施工方法が確定した時期に提出され、所定の項目が記載されているととも
に、設計図書の内容及び現場条件を反映したものとなっていることが確認できる。

3 工事期間を通じて、施工計画書の記載内容と現場施工方法が一致していることが確認できる。

4
現場条件又は計画内容に変更が生じた場合は、その都度当該工事着手前に変更計画書を提出しているこ
とが確認できる。

5 工事材料を品質に影響が無いよう保管していることが確認できる。

6 立会確認の手続きを事前に行っていることが確認できる。

7 建設副産物の再利用等への取り組みを行っていることが確認できる。

8 施工体制台帳及び施工体系図を法令等に沿った内容で適確に整備していることが確認できる。

9 下請に対する引き取り（完成）検査を書面で実施していることが確認できる。

10
品質証明体制が確立され、ISO9001又は品質証明員による関係書類、出来形、品質等の確認を工事全般
にわたって行っていることが確認できる。

11 工事関係書類を過不足なく作成していることが確認できる。

12
受注者の管理基準の設定、管理方法が工種毎に明確であり、その内容に基づき管理していることが確認
できる。

13
電気設備等について、設備更新時の新旧設備の切り替え作業を作業手順書やチェックリストにより適切
に実施していることが確認できる。

14 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

15 施工管理について、監督職員が文書による改善指示を行った。

16 施工管理について、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　適切である

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　b　　ほぼ適切である

　評価値が80％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「15」の項目に該当　………………………　d　　やや不適切である

　「16」の項目に該当　………………………　e　　不適切である

● 対象項目数が４項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

３．出来形及び出来ばえ

Ⅰ．出来形（機械設備工事）

対象 評価 評価対象項目

17 据付に関する出来形管理が、施工管理記録、写真等の資料により確認できる。

18 設備全般にわたり、形状及び寸法の実測値が許容範囲内であり、出来形の確認ができる。

19 施工管理に係る撮影記録が写真撮影要領を満足し、出来形の確認ができる。

20
設計図書で定められていない出来形管理項目について、監督職員と協議の上で管理していることが確認
できる。

21 不可視部分の出来形が写真で確認できる。

22 塗装管理基準の塗膜厚管理が適切にまとめられており、出来形の確認ができる。

23 溶接管理基準の出来形管理が適切にまとめられており、出来形の確認ができる。

24 受注者の管理基準に基づき管理していることが確認できる。

25 設計図書に定められている予備品に不足が無いことが確認できる。

26
分解整備における既設部品等の摩耗、損傷等について、整備前と整備後の老化状況及び回復状況が図表
等に記録していることが確認できる。

27 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

28 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

　 29 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　優れている

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　a' 　b より優れている

　評価値が70％以上80％未満　………………　b　　やや優れている

　評価値が60％以上70％未満　………………　b' 　c より優れている

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「28」の項目に該当　………………………　d

　「29」の項目に該当　………………………　e

● 対象項目数が８項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を a'、

対象項目数が６項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点

評 価 値

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 検査員評定

Ⅰ．出来形（電気設備工事）

対象 評価 評価対象項目

30 据付に関する出来形管理が、施工管理記録、写真等の資料により確認できる。

31 機器等の測定（試験）結果が、その都度施工管理記録として記録され、適切に管理している。

32 写真撮影要領の管理項目を満足している。

33 不可視部分の出来形が写真で確認できる。

34
設計図書で定められていない出来形管理項目について、監督職員と協議の上で管理していることが確認
できる。

35 設備全般にわたり、形状、寸法の実測値が許容範囲内であることが確認できる。

36 設備の据付、固定方法が、設計図書又は承諾図書のとおり施工していることが確認できる。

37 配管及び配線が設計図書又は承諾図書通り敷設していることが確認できる。

38 行先などを表示した名札が、ケーブルなどに分かり易く堅固に取り付けている。

39 配管及び配線の支持間隔や絶縁抵抗等について、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

40 受注者の管理基準に基づき管理していることが確認できる。

41 設計図書に定められている予備品等に不足が無いことが確認できる。

42
高温部等や危険箇所への二重表示、二重防護など運用における不可抗力を想定した安全対策が確認でき
る。

43 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

44 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

45 出来形の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

但し、主任監督員評定24番が対象かつ評価しない項目である場合は、

上式で算出した評価値に0.90を乗ずるものとする。

0 ● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　優れている

　評価値が80％以上90％未満　………………　a' 　b より優れている

　評価値が70％以上80％未満　………………　b　　やや優れている

　評価値が60％以上70％未満　………………　b' 　c より優れている

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「44」の項目に該当　………………………　d

　「45」の項目に該当　………………………　e

● 対象項目数が９項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を a'、

対象項目数が６項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 検査員評定

Ⅱ．品質（機械設備工事）

対象 評価 評価対象項目

46 材料、部品の品質照合の書類（現物照合）を整理し品質の確認ができる。

47 設備の機能及び性能が、承諾図書のとおり確保され、品質の確認ができる。

48 設計図書の仕様を踏まえた詳細設計を行い、承諾図書として提出していることが確認できる。

49 機器の機能及び性能に係わる成績書が整理され、品質の確認ができる。

50 溶接管理基準の品質管理項目について、品質管理書類を整理し品質の確認ができる。

51 塗装管理基準の品質管理項目について、品質管理書類を整理し品質の確認ができる。

52
操作制御設備について、操作スイッチや表示灯が承諾図書のとおり配置され、正常に作動することが確
認できる。

53
操作制御設備の安全装置及び保護装置の機能・性能確認試験について、試験書類を整理し品質の確認が
できる。

54 小配管、電気配線、配管が承諾図書のとおり敷設していることが確認できる。

55 設備の取扱説明書を適切に作成していることが確認できる。

56 完成図書（取扱説明書）に部品等の点検及び交換方法について、まとめていることが確認できる。

57 機器の配置について、点検しやすいことが確認できる。

58
設備の構造や機器の配置について、交換頻度の高い部品等の交換作業が容易にできることが確認でき
る。

59 二次コンクリートの配合試験及び試験練りを実施し、試験成績表にまとめていることが確認できる。

60 バルブ類の平時の状態を示すラベルなどが見やすい状態で表示していることが確認できる。

61 計器類に運転時の適用範囲を見やすく表示していることが確認できる。

62 回転部や高温部等の危険箇所に表示又は防護をしていることが確認できる。

63 構造物の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

64 現地状況を勘案し、施工方法等についての提案を行うなど積極的に取り組んでいることが確認できる。

65 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

66 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

67 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　優れている

0 　評価値が80％以上90％未満　………………　a' 　b より優れている

　評価値が70％以上80％未満　………………　b　　やや優れている

　評価値が60％以上70％未満　………………　b' 　c より優れている

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「66」の項目に該当　………………………　d

　「67」の項目に該当　………………………　e

● 対象項目数が13項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を a'、

対象項目数が10項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

対 象 項 目 数

評 価 項 目 数

評 価 値

評 定

加 減 点



設備工事成績評定基準 検査員評定

Ⅱ．品質（電気設備工事）

対象 評価 評価対象項目

68 製作着手前に、品質や性能の確保に係る技術検討が実施していることが確認できる。

69
材料・部品の品質照合の結果が品質保証書等（現物照合を含む）で確認でき、設計図書の仕様を満足し
ていることが確認できる。

70 機器の品質、機能及び性能が設計図書を満足して、成績書にまとめられていることが確認できる。

71 操作スイッチや表示灯が承諾図書のとおり配置され、操作性に優れていることが確認できる。

72
ケーブル及び配管の接続などの作業が、施工計画書に記載された手順に沿って行われ、不具合が無いこ
とが確認できる。

73 設備の機能及び性能が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

74
操作制御関係の機能及び性能が、設計図書の仕様を満足しているとともに、必要な安全装置及び保護装
置の作動が確認できる。

75 設備の総合性能が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

76
現場条件によって機器（製品）の機能及び性能が確認できない場合において、工場試験などで確認して
いることが確認できる。

77
設備全体についての取扱説明書を適切に作成（修繕（改造・更新含む）の場合は、修正又は更新）して
いることが確認できる。

78 完成図書で定期的な点検や交換を要する部品及び箇所を明示していることが確認できる。

79 設備の構造について、点検や消耗品の取替え作業が容易にできることが確認できる。

80
障害、災害発生を想定した代替機能、迂回などのフェールセーフ機能を現地試験等で確認していること
が確認できる。

81 設備の耐震設計について、受注者自らが確認、精査したことが確認できる。

82 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

83 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督職員が文書で指示を行い改善された。

84 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査職員が修補指示を行った。

● 当該「評価対象項目」のうち、対象とする項目・評価する項目を選択する。

● 評価値（　　％）＝評価項目数（　　）÷対象項目数（　　）

但し、主任監督員評定24番が対象かつ評価しない項目である場合は、

上式で算出した評価値に0.90を乗ずるものとする。

0 ● 評定基準

　評価値が90％以上　…………………………　a　　優れている

　評価値が80％以上90％未満　………………　a' 　b より優れている

　評価値が70％以上80％未満　………………　b　　やや優れている

　評価値が60％以上70％未満　………………　b' 　c より優れている

　評価値が60％未満　…………………………　c　　他の評価に該当しない

　「83」の項目に該当　………………………　d

　「84」の項目に該当　………………………　e

● 対象項目数が11項目以下の場合は評価値が90％以上でも評定を a'、

対象項目数が６項目以下の場合は評価値が80％以上でも評定を b とする。

● 対象項目数が２項目以下の場合は評定を c とする。

Ⅲ．出来ばえ

評価 評価対象項目

85 主設備、関連設備及び操作制御設備が全体的に統制されており、運転操作性が良い。

86 きめ細かな施工がなされている。

　 87 土木構造物、既設設備等とのすりつけが良い。

88 溶接、塗装、組立等にあたって、細部に渡る配慮がなされている。

89 公共物として、安全性の確保、環境及び維持管理等への配慮がなされている。

90 動作状態において、電気的及び機械的な異常が無く、総合的な機能及び運用性が良い。

91 ケーブル等の接続方法及び収納状況が適切である。

92 操作、保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。

93 全体的な美観が良い。

● 当該「評価対象項目」のうち、評価する項目を選択する。

● 評定基準

0 　評価項目が７項目以上　……………………　a　　優れている

　評価項目が５項目以上６項目以下　………　b　　やや優れている

　評価項目が３項目以上４項目以下　………　c　　他の評価に該当しない

　評価項目が２項目以下　……………………　d　　劣っている

評 価 項 目 数

評 定

加 減 点

評 定

加 減 点

評 価 項 目 数

対 象 項 目 数

評 価 値



発注所属：

監督職員：

①施工プロセスチェックリストは共通仕様書・契約書等に基づき、施工に必要なプロセスが適切に施工されているかを監督職員等が確認する。

― 完成時

○ 書類 書類 書類 書類・現場 書類・現場 書類・現場 書類・現場 書類・現場 書類・現場 書類・現場 書類
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考査
項目

細別 確認項目 番号 対象工事
チェックの

目安

「施工プロセス」　チェックリスト
１．工 事 名

２．工　　期  ～ 

３．施工業者

チェックリスト一覧表

判定 チェック時期 備　　　考

理　　　由
「×」の場合

着手前 施工中 ・指示事項及び是
正状況等
・特記記事

②チェック欄は書類もしくは現場等で確認した月日、及びその内容がOKであれば「○」ダメであれば「×」を記入し、

改善を注意、指示する。　　対象外、該当なしは「ー」を記入する。

③用語の定義については、契約後：当初契約後、変更後：工期内に行う契約変更後とする。

●また、迷う場合は「プロセスチェックの解説」でご確認のうえ、検査地区担当者にお問い合わせください。

Ⅰ
　
施
工
体
制
一
般

Ⅰ
　
施
工
体
制
一
般

○契約工程表 全ての工事 契約後、変更後
・契約締結の14日以内に、契約工程表が提出された。

○品質証明 特記仕様等に記載している工事

契約後、変更後
・品質証明員の資格（身分及び経歴）が適正。また、品質
証明員に関する資料を書面で提出した。

品質証明実施時
・品質証明は、出来高、品質及び写真管理等工事全般に
わたり適切に（数量含む）実施した。

○請負代金内訳書
全ての工事
（変更契約後は各発注部局の運
用）

当初契約後、
契約変更後

・契約締結後14日以内に、所定の様式で提出した。

検査の前等
・工事途中及び検査時の事前に品質確認を行い、その結
果を所定の様式により提出した。

○工事カルテ（コリンズ） 契約額500万円以上 契約後、変更後
・事前に監督職員の確認を受け、契約締結後等の10日
以内（土日祝除く）に登録機関に申請した。

○建設業退職金共済制度
等

建設業退職金共済制度適用工事

契約後、変更後 ・掛金収納書の写しを契約締結後1ヶ月以内に提出した。

・建設業退職金共済証紙の配布を受払簿等により適切に
管理している。

施工時1回程度
・「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識
が現場に掲示している。

全ての工事 施工時1回程度
・労災保険関係の項目を現場の見やすい場所に掲示して
いる。

○施工体制台帳、
　施工体系図

下請け契約のある工事
(警備会社のみは対象外)

施工時の
当初、変更

・施工体制台帳を現場に備え、かつ同一のものを工事着
手までに提出した。

施工時の
当初、変更

・施工体制台帳に下請け契約書（写）及び再下請け通知
を添付している。

施工時
1回／月程度

・施工体系図に記載のない業者が作業していない。

施工時の当初
台帳提出の都度

・施工体制台帳及び添付書類の「健康保険等加入状況」
に、加入又は適用除外であることを記載している。

施工時の
当初、変更

・施工体系図を現場の工事関係者及び公衆の見やすい
場所に掲げている。

施工時の
当初、変更

・施工体系図に記載されている主任技術者及び施工計画
書に記載されている技術者が本人である。

施工時の
当初、変更

・元請負人がその下請工事の施工に実質的に関与して
いる。

○作業主任者の選任

5m以上コンクリート破壊、足場、型
枠支保工組立解体、2ｍ以上掘
削、土留め支保工、酸欠、有機溶
剤、ガス溶接、隧道掘削、橋架設

施工計画時
施工時適宜

・作業主任者を選任し、配置している。

施工時適宜
・現場代理人は、監督職員との連絡調整及び対応を書面
で行っている。

○専門技術者の配置
専門技術者の配置が求める舗装、
造園工事等ただし、専門工事金額
500万円未満対象外

施工計画時
施工時適宜

・専門技術者を専任し、配置している。

○現場代理人 全ての工事

施工時
1回／月程度

・現場代理人は、現場に常駐している。

全ての工事 着手前

・配置予定技術者、通知による監理技術者施工体制台帳
に記載された監理（主任）技術者と監理技術者証に記載
された技術者及び本人が同一であった。（監理技術者補
佐を配置する場合は同様の確認をする）本人確認

全ての工事 着手前 ・資格者証の内容を確認した。

○監理技術者、主任技術
者、監理技術者補佐の専
任制

１
　
施
工
体
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
施
工
体
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
施
工
体
制

Ⅱ
配
置
技
術
者
／
現
場
代
理
人
／
監
理
技

契約金額4,000万円以上の工事
施工時
1回／月程度

・監理技術者（監理技術者補佐を配置する場合は監理技
術者補佐）が専任されていた。

○建設業許可標識 全ての工事 施工時1回程度
・建設業許可を受けたことを示す標識を公衆の見やすい
場所に設置し、管理（主任）技術者を正しく記載。

施工時の
当初、変更

・作業員名簿を作成・提出している。

建設業退職金共済制度適用工事 施工時適宜

※ 番号欄において緑色で着色された番号は、期限の定められた書類提出等

であることから期日までに提出されなかった場合は、チェック時期欄に「×」を入

力して、総合判定欄は「×」を入力してください。それ以外のチェックリスト一覧

のチェック欄に複数回（2～3）「×」の場合は、総合判定欄は「×」。
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○システム設計技術者 31

○システム設計技術者 32
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49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

○下請負人の把握 下請け契約のある工事 施工時適宜
・下請負人が府の入札参加資格者である場合には、入札
参加停止期間中でない。

施工の困難性等の工事特性が
ある工事

施工時適宜
・施工に先立ち、創意工夫又は提案をもって工事を進め
ている。

○現場技術員
建設コンサルタント等への管理
委託

施工時適宜 ・現場技術員との対応が適切である。

全ての工事
施工時
打合せ時

・施工計画や工事に係る工程、技術的事項を把握し、主
体的に係っていた。

２
　
施
工
状
況

Ⅰ
　
施
　
工
　
管
　
理

○設計図書の精査等

全ての工事
着手前

施工時適宜
・契約書18条第1項第1号から第5号に係る設計図書の照
査を行っている。

○施工計画書

全ての工事
着手前
変更時

・施工（変更含む）に先立ち、提出し、所定の項目が記載
されている。

全ての工事 施工時適宜 ・記載内容と現場施工体制が一致している。

○
施
工
管
理

・出来高管理 出来形管理項目がある工事 施工時適宜 ・日常の出来形管理が書面にて確認できる。

・現場環境改善
特記仕様書に定められた工事（旧
イメージアップ）及び受注者独自に
取組だ工事

施工時適宜
・特記仕様書等に定められた事項や独自の取り組み又、
地域等により評価されるものがある。

○支給材料及び貸与品 支給材料及び貸与品のある工事

全ての工事 施工時適宜 ・記載内容と現場施工方法が一致している。

設計図書と現場に相違ある工事
着手前

施工時適宜
・現場と相違事実がある場合、その事実が確認できる資
料を書面により提出して確認を受けた。

全ての工事
着手前
変更時

・記載内容が設計図書・現場条件等を反映している。

・品質確保の工夫
品質確保のための工夫があっ
た場合

施工時適宜
・品質確保のための対策など施工に関する工夫を書面で
確認できる。

・材料管理 機器及び材料の調達のある工事 施工時適宜 ・工事材料の資料の整理及び確認がされ、管理している。

・品質管理 品質管理項目がある工事 施工時適宜 ・日常の品質管理が書面にて確認できる。

施工時適宜
・受注者は、支給材料及び貸与品の受払状況を記録した
帳簿を備え付け、常にその残高を明らかにしている。

○工事の着手 全ての工事 着手時
・工事着手を確認した（特記仕様書に工事に着手すべき
期日について定めがある場合は、その期日までに工事着
手したかを確認する）。現場事務所、測量の開始

○検査（確認を含む）及び
立ち会い等の調整

立会項目がある工事 施工時適宜
・監督職員の立会いにあたって、あらかじめ立会願いを
提出している。

すべての工事 施工時適宜 ・段階確認の確認時期が、適切である。

○建設副産物
及び建設廃棄物

建設副産物や建設廃棄物への
取り組みが必要な工事

施工時適宜
・受注者は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により適正
に処理されていることを確認し、監督職員に提示した。

建設副産物や建設廃棄物への
取り組みが必要な工事

施工時適宜
・再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を
所定の様式に基づき作成し、施工計画に含め提出した。

○指定建設機械の確認 建設機械を使用する工事 施工時1回程度
・指定建設機械（排出ガス対策型・低騒音型・低振動型建
設機械）を使用している。

Ⅱ
工
程
管
理

○工程管理

作業日数が1ヶ月以上の工事 施工時適宜 ・フォローアップ等を実施し、工程の管理を行っている。

現場条件、地元調整により工程が
左右される工事

施工時適宜
・現場条件変更への対応、地元調整を積極的に行い、そ
の結果を書類で提出した。

原則　全ての工事
災害復旧工事や対象期間が７日未満
は対象外

施工時適宜
・現場の休日の確保を行った記録が整理されている。
（その現場での4週8休の資料）

Ⅲ
　
安
全
対
策

○安全活動

下請契約を締結した工事、警備
会社のみは該当なし

施工時適宜 ・災害防止協議会等を設置し、活動記録がある。

全ての工事 施工時適宜
・研修・訓練等実施し、記録がある。
毎月半日以上の記録

全ての工事 施工時適宜
・安全巡視、TBM、KY等を実施し、記録がある。
作業日全の記録確認

店社パトロールを実施している
工事

施工時
1回／月程度

・店社パトロールを実施し、記録がある。

全ての工事 施工時適宜 ・新規入場者教育を実施し、記録がある。

工事資材や土砂等の運搬作業
の工事

施工時適宜 ・過積載防止に取り組んでいる記録がある。

建設機械等を使用する工事
施工時

1回／月程度
・使用機械、車両等の点検整備等が管理され、記録があ
る。

配置技術者調書及びシステム設計技術者届に記載され
たシステム設計技術者及び本人が同一であった。

監督職員との設計協議、受注者が行う工場検査、府が行
う工場製品確認に全て臨場した。

技
術
者
／
主
任
技
術
者

システム設計技術者が配置
された工事

システム設計技術者が配置
された工事

施工時適宜

着手前
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８
.

法
令
遵
守
等

不
使
用

Ⅱ
.

電
子
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト

〇電子マニフェスト不使用
【令和５年4月1日以降に契約
した工事に限り適用する】

産業廃棄物の処理を行った工
事

着手時
電子マニフェストを使用して産業廃棄物の処理ができるこ
とを証する書類を提出している。

施工中適宜
受注者は監督職員の承諾を得ていない紙マニフェストを
交付していない。

工事完成時 廃棄物管理票報告書を提出している。

策
建設機械等を使用する工事 施工時適宜

・重機操作で、誘導員配置や重機と人との行動範囲の分
離措置がなされた点検記録等がある。

山留め、仮締切等を行う工事 施工時適宜
・山留め、仮締切等の設置後の点検及び管理の記録が
ある。

足場や支保工等を行う工事 施工時適宜
・足場や支保工の組立完了時や使用中の点検及び管理
がチェックリスト等により実施され、記録がある。

保安施設等の設置がある工事 施工時適宜
・保安施設等の整理・設置・管理が的確であり、記録があ
る。

○安全パトロールの指摘
事項の処理

各種安全パトを実施した工事 施工時適宜
・各種安全パトロールでの指摘事項や是正項目につい
て、速やかに改善を図り、かつ関係者に是正報告した記
録がある。

Ⅳ
対
外
関
係

○関係機関等

関係機関との調整が必要な工事施工時適宜
・関係官公庁等の関係機関との折衝及び調整した記録
がある。

地元との調整が必要な工事 施工時適宜
・地元住民等との施工上必要な交渉、工事の施工に関し
て苦情対応を適切に行い、記録がある。

近接工事、施工上密接に関係
する工事

施工時適宜
・隣接工事又は施工上密接に関連する工事の請負業者
と相互に協力を行っている記録がある。



　様式第１号（設備工事）

工 事 名 称

工 事 場 所

受 注 者

工 期 ～

請 負 代 金 額 円

完 成 日 検 査 日

 １．施工体制 2.9 / 3.3

2.9 / 4.1

 ２．施工状況 9.4 / 13.0

6.1 / 8.1

6.2 / 8.8

2.9 / 3.7

 ３．出来形 9.3 / 14.9

 　　及び 9.4 / 17.4

 　　出来ばえ 6.5 / 8.5

 ４．工事特性 3.3 / 7.3

 ５．創意工夫 2.9 / 5.7

 ６．社会性等 3.2 / 5.2

 ７．評定点　計 65.0 / 100.0

 ８．法令遵守等 0   

65   / 100

＊ 評定点は、65点を基礎点として加点、減点しています。

評 定 点 合 計

 Ⅰ．出来形

 Ⅱ．品質

 Ⅲ．出来ばえ

 Ⅰ．施工条件等への対応

 Ⅰ．創意工夫

 Ⅰ．地域への貢献等

 Ⅰ．施工体制一般

 Ⅱ．配置技術者

 Ⅰ．施工管理

 Ⅱ．工程管理

 Ⅲ．安全対策

 Ⅳ．対外関係

評 価 項 目 評 点

項目別評定点内訳表


